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 １９春闘は２月１８日に要求書を提出し、７回

交渉を行ってきました。賃上げ、増員、均等待

遇など切実な要求を主張してきました。しかし、

回答は別紙のように正社員の若年層に改善は

あったものの、全体としては４年連続ベアゼロ、

期間雇用社員の時給引き上げもゼロでした。し

かも、正社員に支給している扶養手当を削減

し、それをアソシエイト社員の扶養手当にあて

るとしています。昨春闘と同じことが繰り返され

たのです。組合はこれへの抗議と要求の前進

を求め３月１９日、ストライキに突入しました。 
 

新東京局前で1時 45分から1時間のストラ

イキ突入集会を行いました。集会では東條支

部長が、大幅な利益を上げながらベアゼロ回

答に抗議するとともに、職場で起こっている

多くの問題を解決させていくための決意がさ

れました。 

１１時からの郵政本社前集会に支援者含め

１００人参加し、ゼロ回答に抗議しました。

「内部留保を賃上げにまわせ」「増員でサービ

スの拡充を」「真の均等待遇で社会的責任果た

せ」をコール。 

 

「ありがとう」が多数寄せられた宣伝。 


